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第回ヒ素シンポジウム
主 催日本ヒ素研究会

協 賛日本環境化学会，他

日 時平成15年10月14日（火），15日（水）

会 場北海道大学学術交流会館（〒0600808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目）

内 容◯ヒ素の生体への影響，◯生物によるヒ素生体濃縮と生体内変換，◯環境におけるヒ素

の分布と化学形，◯環境からのヒ素の除去法，◯ヒ素の分析法，◯ヒ素の化学と工業

これらに関する一般講演及び特別講演

発表形式口頭発表（討論時間を含めて15分），ポスター発表

演題申し込み締切7 月31日（木）

講演要旨原稿締切・参加申し込み締切8 月22日（金）

参 加 費一般5,000円，学生3,000円，会員2,000円

懇 親 会10月14日（火），懇親会費5,000円

大 会 長眞柄泰基（北海道大学大学院工学研究科）

申し込み〒0600819 札幌市北区北19条西12丁目 北海道立衛生研究所健康科学部

第11回ヒ素シンポジウム実行委員長 神 和夫 TEL 0117472733

FAX 0117369476 E-mail kjin＠iph.pref.hokkaido.jp

467第50巻 日本公衛誌 第 5 号平成15年 5 月15日

日本公衆衛生学会雑誌第50巻第 5 号には，総説 1 編，

原著 2 編，短報 1 編と資料 4 編が掲載され，掲載内容も

精神障害者に関するもの，インフルエンザワクチン，ヒ

ト生殖能力評価，中学生の食生活状況，生活習慣の自覚

症状ヘの影響，高齢要支援者や要介護者の生活機能に関

するものなど，実に多岐にわたっている。このことは，

本誌創刊から約半世紀という期間の間に，社会の要請に

即して，本誌が扱う公衆衛生学分野の課題が質的・量的

に大きく飛躍したことを意味するものと思われる。大い

に歓迎するところではある。

筆者は本年 1 月，中国の広州，福州，アモイ，桂林を

1 週間ばかりかけて訪問したことがある。昨今，世界中

のテレビ，新聞で最も騒がれ適切な対処と撲滅が喫緊の

課題とされている SARS がこの広東省で昨年の秋頃か

ら発生していたという話である。報道によれば，SARS
の伝播を深刻にしている最大の原因は院内感染などによ

るものであるらしい。

人類が他種の生物に取り囲まれてこの地球上に存在し

続ける限り，新感染症発症の危険性はなくならない。時

代に即した公衆衛生学の課題変遷への対処に加えて，感

染症に対する正しい消毒法などの基本的な技術の教育・

指導能力も公衆衛生学分野で働くわれわれに当然必要と

されているのではないだろうか （米増國雄）

次 号 予 告

論 壇

高齢者と運転 最近の道路交通法改正に思う

……………………………………………玉城英彦

厳密なプロセスにもとづいた質的研究を行うため

の提言方法論の概念生理と研究のデザイン・評

価……………………………………瀬畠克之，他

総 説

精神かデイケアの有効性に関する日本と欧米の比

較……………………………………吉益光一，他

原 著

北タイ男性工場労働者の性関係とコンドーム使用

に関する考察……………………………道信良子

住民対象者と歯科医院受診患者対象者における歯

科健康調査回答の比較……………森田一三，他

中国山東省の医療従事者における安全な注射の知

識，態度および行動………………李 黎，他

本邦における妊婦の睡眠問題に関する疫学研究

………………………………………鈴木健修，他

資 料

死亡小票からみた愛知県の突然死

………………………………………松本一年，他

病院職員に対するインフルエンザワクチン接種の

効果とその問題点…………………原田博子，他
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第回東北公衆衛生学会（秋田）案内
学 会 長 本橋 豊（秋田大学医学部教授）

期 日 平成15年 7 月25日（金）

会 場 秋田県総合保健センター 秋田県秋田市千秋久保田町 66
プログラム 一般口演

特別講演 大野裕（慶応大学保健管理センター教授）

参 加 者 東北地方の公衆衛生に関心をお持ちの方（特に制限はありません）。

参 加 費 抄録代として当日会場受付で受領します。

一般2,000円 学生1,000円
―問合せ―

学会事務局

秋田大学医学部社会環境医学講座健康増進医学分野（公衆衛生学）内

第52回東北公衆衛生学会事務局 金子

〒0108543 秋田市本道 111
TEL0188846088（ダイヤルイン）

0188341111 内線 3260
FAX0188362609
E-mailkaneko＠med.akita-u.ac.jp

「国立環境研究所 公開シンポジウム」開催のご案内
メインテーマ「環境研究，次の一手」

内 容現象解明・影響評価・環境技術に関する講演 7 件及びポスターセッション

日 時〈東京会場〉

開催日時平成15年 6 月18日（水）1000～1700
開催場所東京メルパルクホール（港区芝公園 2520）
アクセスJR 浜松町駅より徒歩10分/都営三田線芝公園駅より徒歩 2 分/都営浅草

線・大江戸線大門駅より徒歩 4 分

〈京都会場〉

開催日時平成15年 6 月25日（水）1000～1700
開催場所京都リサーチパーク（京都市下京区中堂寺南町134）
アクセスJR 山陰線丹波口駅より徒歩 5 分

参加申込み方法

参加御希望の方は，参加希望会場，住所，氏名，年齢，職業，電話番号，FAX 番号，

E-mail アドレスを明記の上，下記あてに，はがき，FAX 又は E-mail にてお申し込みく

ださい。参加費は無料です。

お問合せ先

国立環境研究所 公開シンポジウム2003 登録事務局

〒1078476
東京都港区赤坂 4917 赤坂第 1 ビル 4F 株インターグループ内

TEL0334796003/FAX0334231601
Emailnies2003＠intergroup.co.jp
URLhttp://www.nies.go.jp/sympo/index.html
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